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１．平成26年２月期の連結業績（平成25年３月１日～平成26年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期 67,755 32.6 3,616 1.6 4,481 16.4 4,281 29.7
25年２月期 51,089 7.7 3,559 40.6 3,849 51.1 3,301 190.9

 

(注) 包括利益 26年２月期 5,781百万円( 43.9％) 25年２月期 4,017百万円( 459.0％)
 

 
１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益

自己資本 
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高 
営業利益率

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年２月期 116.32 116.15 13.0 8.6 5.3
25年２月期 89.69 － 11.7 10.0 7.0

 

(参考) 持分法投資損益 26年２月期 33百万円 25年２月期 －百万円
 

 
 

（２）連結財政状態

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

26年２月期 63,892 35,823 55.7 966.12
25年２月期 40,904 30,219 73.6 817.40

 

(参考) 自己資本 26年２月期 35,560百万円   25年２月期 30,086百万円
 

 
 

（３）連結キャッシュ・フローの状況

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー
投資活動による 

キャッシュ・フロー
財務活動による 

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物 

期末残高
  百万円 百万円 百万円 百万円

26年２月期 6,325 △18,036 9,036 10,528
25年２月期 4,378 △2,238 △180 13,604

 

 
 

 
 

２．配当の状況

 
年間配当金 配当金総額 

(合計)
配当性向 
(連結)

純資産 
配当率 
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00 368 11.1 1.3
26年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00 368 8.6 1.1

27年２月期(予想) － 0.00 － 15.00 15.00   12.5  
 

 
 

３．平成27年２月期の連結業績予想（平成26年３月１日～平成27年２月28日）
 

 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 33,000 6.9 1,200 △31.5 1,100 △44.0 1,200 △55.6 32.60
通 期 74,000 9.2 4,100 13.4 4,000 △10.7 4,400 2.8 119.54

 

 
 



  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（２）個別財政状態 

  

  

  

  

  

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有
 

  新規 1社 (社名)HC(USA) Inc. 、除外 ―社 (社名) 
 

 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
 

 
 

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年２月期 40,213,388株 25年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 26年２月期 3,406,272株 25年２月期 3,405,226株

③ 期中平均株式数 26年２月期 36,807,604株 25年２月期 36,808,209株
 

 
 

(参考) 個別業績の概要
１．平成26年２月期の個別業績（平成25年３月１日～平成26年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期 40,404 7.8 4,266 23.9 6,205 61.2 5,565 56.0
25年２月期 37,483 9.1 3,443 88.9 3,850 98.3 3,568 ―

 

 
１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益

  円 銭 円 銭

26年２月期 151.21 150.98
25年２月期 96.96 －

 

 
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

26年２月期 54,658 36,060 65.7 976.14
25年２月期 38,744 30,752 79.3 834.66

 

(参考) 自己資本 26年２月期 35,928百万円   25年２月期 30,722百万円
 

 
 

 
 

※ 監査手続の実施状況に関する表示
 

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において金融商品
取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「経営成績に関す
る分析」をご覧ください。
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策への期待感の高まりから、円安・株高が進み、国

内景気に回復の兆しが強まってきました。  

毛髪関連市場は、国内では、女性市場が拡大し、全体ではプラス成長を示しましたが、欧米では市場動向に顕著

な動きは見られませんでした。 

このような状況下、当社グループは「経営理念」に基づき、信頼される企業であり続けることを事業展開の基本

としながら、国内におきましては、新規顧客の獲得と顧客定着化、新商品の開発に注力し、海外では、シェア拡大

と収益性の安定化を推し進め、平成25年４月には、米国市場におけるオーダーメイドウィッグ販売 大手のHC(USA)

Inc.を買収し、更なる成長の基盤を築くことで、企業価値向上に努めました。 

この結果、当連結会計年度の売上高は、677億55百万円（前期比32.6％増）、営業利益は36億16百万円（前期比

1.6％増）、経常利益44億81百万円（前期比16.4％増）、当期純利益は、42億81百万円（前期比29.7％増）となりま

した。 

  

報告セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

なお、当連結会計年度より報告セグメントの区分を変更しております。 

詳細は、「連結財務諸表に関する注記 （セグメント情報等）」に記載しております。 

  

1.アデランス事業（オーダーメイド） 

男性売上は、積極的な広告宣伝展開と新商品の投入により、オーダーメイドウィッグのほか、スピーディで気

軽に部分的に髪が増やせる増毛・活毛商品や育毛サービスが好調で、増収となりました。女性売上は、定期的に

新商品を投入することで需要を喚起し、さらには、全国の主要百貨店で開催する展示試着会を積極的に展開した

ことで、増収となりました。 

その結果、アデランス事業の売上高は282億34百万円（前期比10.1％増）と増収となり、営業利益は77億３百万

円（前期比13.4％増）となりました。 

2.フォンテーヌ事業（レディメイド） 

百貨店、直営店売上は、ヴァランプレミアムやレディメイドフラフィなどの高品質、高価格帯の販売が好調に

推移し、さらには、当連結会計年度において大手ＧＭＳでの店舗を増加しました。その結果、フォンテーヌ事業

の売上高は89億87百万円（前期比5.3％増）、営業利益は20億51百万円（前期比35.3％減）となりました。 

3.ボズレー事業（ヘアトランスプラント） 

北米でヘアトランスプラント事業を行っているボズレー事業は、広告宣伝を効果的に展開できなかったこと

で、問い合わせ件数が前期に比べ減少しました。その結果、施術数が減少し、現地通貨ベース（米ドル）では売

上高は95百万米ドル（前期比9.3％減）、営業利益は４百万米ドル（前期比51.1％減）となりました。しかしなが

ら、円安が進んだことで、円換算ベースでの売上高は93億20百万円（前期比10.9％増）、営業利益は４億57百万

円（前期比40.2％減）となりました。なお、上記売上高には、平成25年４月からHC(USA)Inc.のヘアトランスプラ

ント売上が９カ月分加算されております。 

4.海外ウィッグ事業 

欧米、中国および東南アジアで展開している海外ウィッグ事業の売上高は、米国市場におけるオーダーメイド

ウィッグ販売 大手のHC(USA)Inc.が平成25年４月から、さらには、欧州市場で Le Nouvel Espace Beautē SA

(LNEB) が平成24年９月から連結対象となったことで、大幅に増収し179億92百万円（前期比245.1％増）となりま

した。営業損益は、買収に伴うのれんや無形固定資産などの償却負担があり、12億34百万円（前期営業損失２億

93百万円）の営業損失となりました。 

5.その他 

美材ルート、ＥＣ事業などのその他事業の売上高は、32億19百万円（前期比2.2％減）、営業損失は４億76百万

円（前期営業損失２億59百万円）となりました。 

  

今後の見通しにつきましては、添付資料４ページ「２．経営方針」に記載のとおりであります。 

なお、平成27年２月期の連結業績は、売上高740億円（前期比9.2％増）、営業利益41億円（前期比13.4％

増）、経常利益40億円（前期比10.7％減）、当期純利益44億円（前期比2.8％増）を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況  

当連結会計年度末の総資産は、HC(USA)Inc.の子会社化により638億92百万円となり、前期末に比べて229億88百

万円増加しました。流動資産は271億11万円で前期末に比べて22億66百万円増加しました。主な要因として、受取

手形及び売掛金が12億87百万円、商品及び製品が９億82百万円、繰延税金資産が20億９百万円増加し、現金及び

預金が32億45百万円減少したこと等によるものであります。固定資産は367億80百万円で前期末に比べて207億21

百万円増加しました。 

主な要因は、のれんが60億28百万円、顧客関連資産が75億２百万円、その他無形固定資産が36億89百万円増加し

たためであります。 

負債はHC(USA)Inc.の子会社化により280億69百万円と前期末に比べて173億83百万円増加しました。主な要因は

長期借入金86億61百万円、繰延税金負債が46億83百万円増加したためであります。 

純資産は358億23百万円となり前期末に比べて56億４百万円増加しました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度に比べ30億76百万円減少し、105億28百万円

となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、63億25百万円の収入（前期は43億78百万円の収入）となりました。主

な要因は、税金等調整前当期純利益37億41百万円、減価償却費27億95百万円によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、180億36百万円の支出（前期は22億38百万円の支出）となりました。主

な要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出164億54百万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、90億36百万円の収入（前期は１億80百万円の支出）となりました。主

な要因は、長期借入による収入105億円、長期借入金の返済による支出７億97百万円によるものであります。 

  
(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移  

（注）1.各指標の算出方法は以下のとおりであり、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

自己資本比率： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

2.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行株式数（自己株式控除後）により算出しています。 

3.有利子負債は、連結貸借対照表に計上している利子を支払っている負債を対象にしております。 

4.利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当期末の配当につきましては、株主の皆様への安定的利益還元と、今期の業績、会社の持続的な成長を実現す

るための投資の機会、内部留保の水準等を総合的に勘案して、1株当たり10円とさせていただく予定です。 

次期の配当につきましては、当社業績ならびに当社をめぐる環境を考慮しながらではございますが、1株当たり

15円を予定しております。 

  平成22年２月期 平成23年２月期 平成24年２月期 平成25年２月期 平成26年２月期

自己資本比率(%) 77.8 64.4 73.2 73.6 55.7 

時価ベースの自己資本比率(%) 61.4 80.7 101.1 120.3 64.2 

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率(%) 

― ― ― 18.0 176.1 

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ(倍) 

― ― ― 133 34.1 
 

(株)アデランス（8170）平成26年２月期　決算短信

3



２．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、「私たちアデランスグループの 大の使命は、毛髪関連事業を通じてより多くの人々に夢と

感動を提供し笑顔と心豊かな暮らしに貢献する事」をグループ経営理念とし、当社グループをシングルカンパニ

ーとした考えで世界圏を一つの市場と捉え、国境を越えた事業展開で成長しつづける企業集団としてグループ企

業価値を高めてまいります。 

（２）目標とする経営指標 

当社グループは、2011年8月25日に発表しました中期経営計画の売上高、営業利益につきまして、昨年4月にグ

ループ化したHC(USA)Inc.の無形固定資産、のれんの償却がかさみましたが、売上高、営業利益ともに３期連続し

て目標を達成することができました。 

2014年度、当社グループはこれまで以上に経営戦略に基づく重点施策を実行し、経営指標の達成に向けて邁進

してまいります。 

（３）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、中期経営計画で掲げた「赤字体質から、持続的成長が可能な体質への転換」から、2014年

「①国内事業の持続的成長、②海外事業の拡大と成長、③求められる商品の研究開発、④サプライチェーンのグ

ローバル化、⑤グループガバナンス・ＣＳＲの強化、⑥グローバル人材の育成と開発、これら六つの戦略に基づ

いた重点施策に取り組み、グローバルでのトータルヘアソリューション企業として世界から望まれ、選ばれる企

業集団」へと進化しつづけます。 

（４）会社の対処すべき課題 

当連結会計年度は東日本大震災の復興事業とアベノミクスによる経済対策としての公共事業の活発化に加え、

金融政策として「異次元の量的緩和」など総じて円安株高の１年でありました。 

こうした国内経済を背景に、当社グループは国内では新規、既存顧客の定着に注力し、経営理念に基づいた

高の商品、 高の技術、心からのおもてなしを、全社をあげて取り組んでまいりました。 

また、当社が属する国内の毛髪関連市場においては、ますます競争が激化するものと予想される中、2014年度

は男性事業、女性事業とも直接、お客様に対応するスタッフの適正要員数の安定確保と技術力、接客力のハイレ

ベルでの平準化を促進し、更に顧客定着に注力してまいります。 

一方、海外では2013年４月に米国男性ウィッグ 大手のHC(USA)Inc.をグループ化し、米国でのヘアソリューシ

ョン事業を本格化しました。 

2014年度は、同社の米国内でのシナジーを100%発揮するため、植毛会社ボズレー社との連携を強めてまいりま

す。 

中国においては、2013年度、国内同様の展示試着会を実施したことによる集客と成果から、上海を中心に百貨

店に４店舗新規出店いたしました。2014年度も百貨店での展示試着会と新規出店による集客とブランド認知をよ

り一層高めて、広告展開による新規顧客の増大とシェア拡大に努めてまいります。 

欧州では、2013年度、オランダの医療向けウィッグの小売店、スコットランドの医療向けウィッグの販売業者

をそれぞれグループ化し、2014年度はファッションウィッグ、医療向けウィッグの他、オーダーメイドウッグ事

業の展開に向けてテストマーケティングにも注力いたします。 

また、国内主力商品のオーダーメイド商品の納期改善と生産拠点のリスク分散を目的として2012年にラオス国

で生産を開始し、2013年９月にフィリピン国に第二工場を開設し、各国のレディメイドでは生産協力工場の体制

を充実するなど、更なる品質向上に努めてまいりました。 

2014年度も継続して納期改善と更なる品質向上は元より、生産性の向上にも注力してまいります。 

更に、2014年度は2013年度に策定しましたグローバルポリシーを実践することで、より一層グループのガバナ

ンス強化とコンプライアンス体制の充実に努めてまいる所存です。 

そして、当社グループの成長戦略実現のため、積極的なM&Aなどの資本政策と更なる経営基盤の強化および安定

収益の確保にも努めてまいります。 
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３．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表  

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成26年２月28日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 14,001 10,755 

    受取手形及び売掛金 4,961 6,248 

    商品及び製品 2,882 3,865 

    仕掛品 235 415 

    原材料及び貯蔵品 858 1,007 

    繰延税金資産 851 2,861 

    その他 1,266 2,226 

    貸倒引当金 △213 △269 

    流動資産合計 24,845 27,111 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 14,509 16,403 

        減価償却累計額 △11,515 △11,991 

        建物及び構築物（純額） 2,993 4,412 

      土地 4,081 3,921 

      リース資産 908 1,207 

        減価償却累計額 △102 △150 

        リース資産（純額） 805 1,056 

      その他 6,304 7,851 

        減価償却累計額 △5,136 △5,518 

        その他（純額） 1,167 2,333 

      有形固定資産合計 9,047 11,723 

    無形固定資産     

      のれん 522 6,550 

      顧客関連資産 － 7,502 

      その他 2,549 6,239 

      無形固定資産合計 3,072 20,292 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 207 1,153 

      長期貸付金 402 403 

      繰延税金資産 259 155 

      敷金及び保証金 3,222 3,202 

      その他 422 389 

      貸倒引当金 △576 △540 

      投資その他の資産合計 3,939 4,764 

    固定資産合計 16,059 36,780 

  資産合計 40,904 63,892 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成26年２月28日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 483 1,174 

    1年内返済予定の長期借入金 8 1,051 

    リース債務 566 109 

    未払金 2,129 1,978 

    未払法人税等 242 586 

    繰延税金負債 2 4 

    前受金 1,105 1,990 

    賞与引当金 1,020 1,029 

    商品保証引当金 78 100 

    返品調整引当金 132 136 

    店舗閉鎖損失引当金 21 53 

    資産除去債務 27 65 

    その他 2,033 2,756 

    流動負債合計 7,852 11,036 

  固定負債     

    長期借入金 1 8,662 

    リース債務 335 951 

    繰延税金負債 56 4,739 

    退職給付引当金 1,064 1,380 

    資産除去債務 1,019 985 

    その他 356 313 

    固定負債合計 2,833 17,032 

  負債合計 10,685 28,069 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 12,944 12,944 

    資本剰余金 13,157 13,157 

    利益剰余金 14,268 18,268 

    自己株式 △7,020 △7,022 

    株主資本合計 33,349 37,348 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 11 22 

    為替換算調整勘定 △3,274 △1,810 

    その他の包括利益累計額合計 △3,262 △1,788 

  新株予約権 48 154 

  少数株主持分 83 109 

  純資産合計 30,219 35,823 

負債純資産合計 40,904 63,892 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

連結損益計算書 

   

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

売上高 51,089 67,755 

売上原価 9,385 13,817 

売上総利益 41,704 53,938 

販売費及び一般管理費 38,145 50,321 

営業利益 3,559 3,616 

営業外収益     

  受取利息 28 17 

  受取配当金 1 1 

  不動産賃貸料 59 58 

  為替差益 302 1,213 

  その他 114 184 

  営業外収益合計 505 1,475 

営業外費用     

  支払利息 31 209 

  不動産賃貸費用 17 18 

  支払手数料 112 322 

  貸倒引当金繰入額 35 19 

  その他 18 39 

  営業外費用合計 215 610 

経常利益 3,849 4,481 

特別利益     

  固定資産売却益 1 3 

  特別利益合計 1 3 

特別損失     

  固定資産売却損 0 4 

  固定資産除却損 1 19 

  減損損失 475 375 

  店舗閉鎖損失 46 112 

  事業再編損失 － 225 

  関係会社事業損失 208 － 

  その他 50 5 

  特別損失合計 783 743 

税金等調整前当期純利益 3,068 3,741 

法人税、住民税及び事業税 286 613 

法人税等調整額 △595 △1,177 

法人税等合計 △309 △563 

少数株主損益調整前当期純利益 3,377 4,305 

少数株主利益 76 23 

当期純利益 3,301 4,281 
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連結包括利益計算書 

   

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益 3,377 4,305 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 15 10 

  為替換算調整勘定 624 1,400 

  持分法適用会社に対する持分相当額 － 64 

  その他の包括利益合計 639 1,476 

包括利益 4,017 5,781 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 3,941 5,755 

  少数株主に係る包括利益 76 25 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

  前連結会計年度(自  平成24年３月１日  至  平成25年２月28日)  

   

  

 

(単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 12,944 13,157 10,934 △6,987 30,048 

当期変動額   

当期純利益  3,301 3,301 

自己株式の取得  △0 △0 

自己株式の処分  32 △32 0 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 － － 3,334 △33 3,301 

当期末残高 12,944 13,157 14,268 △7,020 33,349 
 

  

その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計 

当期首残高 △3 △3,898 △3,902 15 － 26,161 

当期変動額   

当期純利益   3,301 

自己株式の取得   △0 

自己株式の処分   0 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
15 624 639 32 83 756 

当期変動額合計 15 624 639 32 83 4,057 

当期末残高 11 △3,274 △3,262 48 83 30,219 
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  当連結会計年度(自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日)  

   

 

(単位：百万円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 12,944 13,157 14,268 △7,020 33,349 

当期変動額   

剰余金の配当     △368   △368 

当期純利益  4,281 4,281 

自己株式の取得  △1 △1 

連結範囲の変動     86   86 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 － － 4,000 △1 3,998 

当期末残高 12,944 13,157 18,268 △7,022 37,348 
 

  

その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計 

当期首残高 11 △3,274 △3,262 48 83 30,219 

当期変動額   

剰余金の配当           △368 

当期純利益   4,281 

自己株式の取得   △1 

連結範囲の変動           86 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
10 1,463 1,474 105 25 1,605 

当期変動額合計 10 1,463 1,474 105 25 5,604 

当期末残高 22 △1,810 △1,788 154 109 35,823 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

   

 

                      (単位：百万円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前当期純利益 3,068 3,741 

  減価償却費 990 2,795 

  減損損失 475 375 

  のれん償却額 84 339 

  有形固定資産除却損 1 19 

  投資有価証券評価損益（△は益） 46 － 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 180 △114 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 131 268 

  店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △2 86 

  受取利息及び受取配当金 △29 △18 

  支払利息 31 209 

  売上債権の増減額（△は増加） △505 △403 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △859 △124 

  仕入債務の増減額（△は減少） 171 119 

  敷金及び保証金の増減額（△は増加） 17 161 

  その他 259 △701 

  小計 4,060 6,754 

  利息及び配当金の受取額 28 89 

  利息の支払額 △32 △179 

  保険金の受取額 653 － 

  法人税等の支払額 △330 △339 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 4,378 6,325 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の増減額（△は増加） △227 231 

  有形固定資産の取得による支出 △1,097 △1,326 

  有形固定資産の売却による収入 6 5 

  無形固定資産の取得による支出 △361 △423 

  投資有価証券の取得による支出 △2 △103 

  
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出 

△470 △16,454 

  その他 △85 34 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △2,238 △18,036 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  長期借入れによる収入 － 10,500 

  長期借入金の返済による支出 △7 △797 

  リース債務の返済による支出 △101 △71 

  自己株式の取得による支出 △0 △1 

  配当金の支払額 － △366 

  少数株主への配当金の支払額 △71 △16 

  その他 0 △210 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △180 9,036 

現金及び現金同等物に係る換算差額 279 △522 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,239 △3,197 

現金及び現金同等物の期末残高 11,365 13,604 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 120 

現金及び現金同等物の期末残高 13,604 10,528 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。  

  
(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項) 

  

１．連結の範囲に関する事項  

連結子会社数  53社 

①主要な連結子会社の名称 

Aderans America Holdings,Inc.（在外子会社） 

Aderans Europe B.V.（在外子会社） 

Aderans Thai., Ltd.（在外子会社） 

HC(USA) Inc.（在外子会社） 

このうち、HC(USA) Inc.及びその子会社10社、その他１社については株式取得により、Aderans Singapore 

Pte.,Ltd.については重要性が増したことにより、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。 

また、株式会社ヘアトラストホールディングス他１社については、当連結会計年度に清算が結了したことに

より連結の範囲から除外しております。 

②主要な非連結子会社の名称  

㈱パルメッセ 

連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社２社は、いずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）

及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためでありま

す。 

２ 持分法の適用に関する事項 

①持分法を適用した非連結子会社はありません。 

②持分法を適用した関連会社の数及び主要な会社等の名称 

持分法を適用した関連会社は２社であります。 

主要な会社等の名称 

Hair Club for Men of Milwaukee, Ltd. 

Hair Club for Men, Ltd.(An Illnois corporation) 

HC(USA) Inc.の子会社化により、同社の関連会社２社を当連結会計年度より持分法適用の範囲に含めておりま

す。 

③持分法を適用しない非連結子会社のうち主要な会社等の名称 

㈱パルメッセ 

持分法を適用しない理由 

持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う

額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要

性がないためであります。 

④持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項 

決算日が連結決算日と異なる会社について、当該会社の事業年度に係る財務諸表を使用しております。 

３．連結子会社の事業年度に関する事項 

連結子会社の決算日は12月31日でありますが、各社とも連結決算日との差異が３ヶ月を超えていないので、当

該決算日の財務諸表を基礎として連結を行っております。なお、連結決算日との間に生じた重要な取引について

は、連結上必要な調整を行っております。 
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４．会計処理基準に関する事項 

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 

子会社株式 

 移動平均法による原価法 

その他有価証券 

 時価のあるもの 

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動

平均法により算定） 

②たな卸資産 

商品・製品 

当社は、ウィッグのうちオーダーメイドは個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）、レディーメイドは主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっております。また、在外連結子会社について

は、先入先出法による低価法または移動平均法による低価法によっております。 

原材料・仕掛品 

在外連結子会社については、先入先出法による低価法または移動平均法による低価法によっておりま

す。 

貯蔵品 

移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）。ただ

し、在外連結子会社については、先入先出法による低価法によっております。 

(2)重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く） 

定率法(ただし、平成10年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を除く)については定額法によってお

ります。)なお、在外連結子会社の有形固定資産については、主として定額法によっております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

 建物及び構築物・・・３～47年 

②無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法により償却

しております。 

また、顧客関連資産については、効果の及ぶ期間（８年）に基づく定額法によっております。 

③リース資産（所有権移転外ファイナンスリース取引に係るリース資産） 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっております。 

④長期前払費用 

均等償却 

(3)重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 

従業員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。 

③商品保証引当金 

当社は、販売商品の無償保証契約に基づく補修費に充てるため、過去の補修実績を基礎として、その必要

額を見積計上しております。 

④返品調整引当金 

当社は、販売商品の返品による損失に備えるため、売掛金残高に当期および前期の平均返品率と当期の売

上総利益率を乗じた額を計上しております。 

 

(株)アデランス（8170）平成26年２月期　決算短信

13



⑤店舗閉鎖損失引当金 

店舗の閉鎖による損失に備えるため、損失額を見積計上しております。 

⑥退職給付引当金 

当社および一部の在外連結子会社については、従業員に対する退職給付に備えるため、当連結会計年度末

における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき計上しております。過去勤務債務については、その

発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(５年)による定額法により費用処理しております。数

理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(３～５年)による定

額法により翌連結会計年度から費用処理しております。 

(4)重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。なお、在外連結子会社の資産および負債は在外連結子会社の決算日の直物為替相場により円貨に

換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘

定に含めて計上しております。 

(5)のれんの償却方法及び償却期間 

のれんは、20年以内の合理的な年数で均等償却しております。なお、平成22年３月31日以前に発生した負

ののれんは、10年間で均等償却しております。 

(6)連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預

金及び流動性の高い、容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない、取得

日から３ヵ月以内に満期日の到来する短期的な投資からなります。 

(7)その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  
(会計方針の変更) 

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産につい

て、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。この変更による当連結会計年度の営業利益、

経常利益、税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。  

  

(表示方法の変更) 

(連結貸借対照表関係) 

1. 賞与引当金に係る未払法定福利費は、従来、連結貸借対照表上、「賞与引当金」に含めて表示しておりました

が、連結財務諸表の比較可能性を向上させるため、当連結会計年度より流動負債の「その他」に含めて表示し

ております。 

また、前連結会計年度において、流動負債の「その他」に含めておりました「１年内返済予定の長期借入金」 

は、負債及び純資産の合計額の100分の５を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしておりま

す。 

これらの表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、流動負債の「賞与引当金」に表示していた1,172百万

円、「その他」に表示していた1,890百万円は、「１年内返済予定の長期借入金」８百万円、「賞与引当金」

1,020百万円、「その他」2,033百万円として組み替えております。 

2. 前連結会計年度において、固定負債の「その他」に含めておりました「長期借入金」は、負債及び純資産の合

計額の100分の５を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。 

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、固定負債の「その他」に表示していた358百万円は、

「長期借入金」１百万円、「その他」356百万円として組み替えております。  
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(連結損益計算書関係) 

1. 前連結会計年度において、特別損失の「その他」に含めておりました「店舗閉鎖損失」は、特別損失の総額の

100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。当連結会計年度より区分掲記

する方法に変更しております。 

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、特別損失の「その他」に表示していた97百万円は、

「店舗閉鎖損失」46百万円、「その他」50百万円として組み替えております。 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

1. 連結貸借対照表において、賞与引当金に係る未払法定福利費の表示方法を変更したことに伴い、前連結会計年

度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「賞与引当金の増減額（△は減少）」に表示していた215百万円、「その他」に表示していた226百万円

は、「賞与引当金の増減額（△は減少）」180百万円、「その他」259百万円として組み替えております。 

2. 前連結会計年度において、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めておりました「長期借

入金の返済による支出」は、重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしております。こ

の表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。 

この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「財務活動によるキャッシュ・フロ

ー」の「その他」に表示していた△7百万円は、「長期借入金の返済による支出」△7百万円、「その他」0百万

円として組み替えております。 

  

(セグメント情報等) 

(セグメント情報) 

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  

従来、報告セグメントは「アデランス事業」、「フォンテーヌ事業」、「ボズレー事業」の３区分としており

ましたが、当第連結会計年度より、「アデランス事業」、「フォンテーヌ事業」、「ボズレー事業」及び「海外

ウィッグ事業」の４区分に変更しております。 

この変更は当連結会計年度におけるHC(USA) Inc.の子会社化を契機として、海外子会社の業績管理区分を見直

したためであります。 

また、組織変更を契機に「フォンテーヌ事業」に含めておりました「美材ルート」を当連結会計年度より「そ

の他」に含めて表示しております。 

なお、前連結会計年度のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法により作成しており

ます。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概ね

同一であります。また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は、市場実勢価格に基づいております。 
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成24年３月１日  至  平成25年２月28日)  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、美材ルート事業、医療事業、Ｅ

Ｃ事業等が含まれております。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△6,614百万円は、セグメント間取引消去103百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△6,717百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．減価償却費の調整額312百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。

 ４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整をおこなっております。 

 ５．資産項目については、事業セグメントごとに資産を配分していないため記載しておりません。 

  

当連結会計年度(自  平成25年３月１日  至  平成26年２月28日)  

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、美材ルート事業、医療事業、Ｅ

Ｃ事業等が含まれております。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△4,884百万円は、セグメント間取引消去186百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△5,071百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．減価償却費の調整額282百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産の減価償却費であります。

 ４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整をおこなっております。 

 ５．資産項目については、事業セグメントごとに資産を配分していないため記載しておりません。 

 

    (単位：百万円) 

  

報告セグメント 

その他 
(注１) 

合計 
調整額 

(注２.３) 

連結財務
諸表計上

額 
(注４) 

アデランス 

事業 

(オーダー 

メイド) 

フォンテーヌ

事業 

(レディ 

メイド) 

ボズレー 

事業 

海外ウィッグ

事業 

売上高                 

(1) 外部顧客に 
  対する売上高 

25,644 8,536 8,401 5,214 3,293 51,089 ― 51,089 

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― 2 2,961 2,963 △2,963 ― 

計 25,644 8,536 8,401 5,216 6,254 54,053 △2,963 51,089 

セグメント利益又は 
セグメント損失（△） 

6,793 3,168 764 △293 △259 10,173 △6,614 3,559 

その他の項目 
  

  
  

  
 

  
 

  
  
 

  
  

  
  

  
 

減価償却費 231 71 233 82 55 675 312 988 

のれんの償却額 ― ― 11 102 ― 113 ― 113 
 

    (単位：百万円) 

  

報告セグメント 

その他 
(注１) 

合計 
調整額 

(注２.３) 

連結財務
諸表計上

額 
(注４) 

アデランス 

事業 

(オーダー 

メイド) 

フォンテーヌ

事業 

(レディ 

メイド) 

ボズレー 

事業 

海外ウィッグ

事業 

売上高                 

(1) 外部顧客に 
  対する売上高 

28,234 8,987 9,320 17,992 3,219 67,755 ― 67,755 

(2) セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― 74 3,216 3,291 △3,291 ― 

計 28,234 8,987 9,320 18,067 6,435 71,046 △3,291 67,755 

セグメント利益又は 
セグメント損失（△） 

7,703 2,051 457 △1,234 △476 8,501 △4,884 3,616 

その他の項目 
  

  
       

  
  

  
   

減価償却費 206 109 202 1,855 135 2,509 282 2,791 

のれんの償却額 ― ― 8 359 ― 368 ― 368 
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(１株当たり情報) 

   

  

(注)１． １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

   

  

２． １株当たり当期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のと

おりであります。 
   

  

  
(重要な後発事象) 

該当事項はありません。  

 

前連結会計年度 
(自  平成24年３月１日 
至  平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年３月１日 
至  平成26年２月28日) 

  

１株当たり純資産額 817円40銭
 

  

１株当たり純資産額 966円12銭
 

  

１株当たり当期純利益金額 89円69銭
 

１株当たり当期純利益金額   116円32銭
 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、
希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載
しておりません。 

潜在株式調整後１株当たり当期
純利益金額 

  116円15銭
 

 

項目 
前連結会計年度 

(平成25年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
連結貸借対照表の純資産の部の合
計額 

30,219百万円 35,823百万円 

純資産の部の合計額から控除する
金額 

132 百万円 263百万円 

（うち新株予約権） (  48百万円) ( 154百万円) 

（うち少数株主持分） (  83百万円) ( 109百万円) 

普通株式に係る純資産額 30,086百万円 35,560百万円 

普通株式の発行済株式数 40,213,388株 40,213,388株 

普通株式の自己株式数 3,405,226株 3,406,272株 

１株当たり純資産額の算定に用い
られた普通株式の数 

36,808,162株 36,807,116株 
 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成24年３月１日 
至 平成25年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年３月１日 
至 平成26年２月28日) 

１株当たり当期純利益金額     

連結損益計算書上の当期純利益 3,301 百万円 4,281 百万円 

普通株主に帰属しない金額 ― ― 

普通株式に係る当期純利益 3,301 百万円 4,281 百万円 

普通株式の期中平均株式数 36,808,209株 36,807,604株 

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益金額 

    

普通株式増加数 ― 55,576株 

（うち新株予約権）   (55,576株) 
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４．個別財務諸表 

（１）貸借対照表  

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 11,042 6,844 

    受取手形 708 718 

    売掛金 2,953 3,512 

    商品 1,580 2,027 

    貯蔵品 393 397 

    前払費用 356 436 

    繰延税金資産 819 1,426 

    関係会社短期貸付金 1,535 1,906 

    その他 273 494 

    貸倒引当金 △11 △2 

    流動資産合計 19,653 17,763 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物 12,766 12,627 

        減価償却累計額 △10,305 △10,291 

        建物（純額） 2,461 2,335 

      構築物 125 150 

        減価償却累計額 △108 △102 

        構築物（純額） 16 48 

      機械及び装置 115 122 

        減価償却累計額 △114 △118 

        機械及び装置（純額） 0 4 

      車両運搬具 0 0 

        減価償却累計額 △0 △0 

        車両運搬具（純額） － － 

      工具、器具及び備品 2,766 2,706 

        減価償却累計額 △2,487 △2,423 

        工具、器具及び備品（純額） 278 283 

      土地 4,111 3,944 

      リース資産 908 1,197 

        減価償却累計額 △102 △150 

        リース資産（純額） 805 1,047 

      建設仮勘定 1 281 

      有形固定資産合計 7,675 7,944 
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                      (単位：百万円) 

                    
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

    無形固定資産     

      特許権 0 0 

      借地権 1,346 1,219 

      商標権 22 18 

      ソフトウエア 621 645 

      その他 108 108 

      無形固定資産合計 2,099 1,992 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 113 232 

      関係会社株式 5,020 5,018 

      出資金 1 3 

      関係会社出資金 373 116 

      長期貸付金 400 400 

      関係会社長期貸付金 1,705 18,488 

      破産更生債権等 7 0 

      長期前払費用 23 28 

      繰延税金資産 172 131 

      敷金及び保証金 3,108 2,936 

      その他 182 143 

      貸倒引当金 △1,792 △540 

      投資その他の資産合計 9,316 26,959 

    固定資産合計 19,091 36,895 

  資産合計 38,744 54,658 
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                      (単位：百万円) 

                    
前事業年度 

(平成25年２月28日) 
当事業年度 

(平成26年２月28日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 297 272 

    1年内返済予定の長期借入金 － 1,050 

    リース債務 562 105 

    未払金 1,547 1,792 

    未払費用 518 556 

    未払法人税等 191 467 

    前受金 1,086 1,110 

    預り金 66 64 

    前受収益 1 1 

    賞与引当金 1,019 950 

    商品保証引当金 78 100 

    返品調整引当金 132 136 

    店舗閉鎖損失引当金 2 53 

    資産除去債務 27 65 

    その他 185 125 

    流動負債合計 5,716 6,851 

  固定負債     

    長期借入金 － 8,662 

    リース債務 329 948 

    退職給付引当金 761 1,012 

    資産除去債務 1,019 985 

    その他 166 137 

    固定負債合計 2,275 11,746 

  負債合計 7,992 18,598 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 12,944 12,944 

    資本剰余金     

      資本準備金 13,157 13,157 

      資本剰余金合計 13,157 13,157 

    利益剰余金     

      利益準備金 1,022 1,022 

      その他利益剰余金     

        建物圧縮積立金 0 0 

        別途積立金 25,000 － 

        繰越利益剰余金 △14,377 15,820 

      利益剰余金合計 11,644 16,842 

    自己株式 △7,035 △7,037 

    株主資本合計 30,710 35,906 

  評価・換算差額等     

    その他有価証券評価差額金 11 22 

    評価・換算差額等合計 11 22 

  新株予約権 29 131 

  純資産合計 30,752 36,060 

負債純資産合計 38,744 54,658 
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（２）損益計算書  

 

                      (単位：百万円) 

                    前事業年度 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成25年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

売上高 37,483 40,404 

売上原価 6,061 6,791 

売上総利益 31,421 33,612 

販売費及び一般管理費 27,978 29,346 

営業利益 3,443 4,266 

営業外収益     

  受取利息 40 357 

  受取配当金 1 527 

  不動産賃貸料 59 58 

  為替差益 276 1,073 

  経営指導料 141 306 

  その他 95 115 

  営業外収益合計 613 2,440 

営業外費用     

  支払利息 21 205 

  貸倒引当金繰入額 37 － 

  不動産賃貸費用 17 18 

  支払手数料 112 239 

  その他 18 36 

  営業外費用合計 207 500 

経常利益 3,850 6,205 

特別利益     

  固定資産売却益 0 0 

  特別利益合計 0 0 

特別損失     

  固定資産売却損 － 0 

  固定資産除却損 1 19 

  減損損失 475 325 

  関係会社株式評価損 46 － 

  関係会社出資金評価損 173 256 

  店舗閉鎖損失 26 112 

  特別損失合計 722 714 

税引前当期純利益 3,128 5,492 

法人税、住民税及び事業税 133 498 

法人税等調整額 △574 △571 

法人税等合計 △440 △72 

当期純利益 3,568 5,565 
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（３）株主資本等変動計算書 

  前事業年度(自 平成24年３月１日  至 平成25年２月28日)  

   

  

 

(単位：百万円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備金 
資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金 

合計 建物圧縮 

積立金 
別途積立金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 12,944 13,157 13,157 1,022 0 25,000 △17,946 8,076 

当期変動額     

当期純利益    3,568 3,568 

自己株式の取得     

自己株式の処分    △0 △0 

建物圧縮積立金の 

取崩 
  △0  0 － 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
    

当期変動額合計 － － － － △0 － 3,568 3,568 

当期末残高 12,944 13,157 13,157 1,022 0 25,000 △14,377 11,644 
 

  

株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
自己株式 株主資本合計 

その他有価 

証券評価 

差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 △7,035 27,141 △3 △3 － 27,137 

当期変動額    

当期純利益  3,568 3,568 

自己株式の取得 △0 △0 △0 

自己株式の処分 0 0 0 

建物圧縮積立金の 

取崩 
 － － 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  15 15 29 45 

当期変動額合計 0 3,568 15 15 29 3,614 

当期末残高 △7,035 30,710 11 11 29 30,752 
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  当事業年度(自 平成25年３月１日  至 平成26年２月28日)  

   

  

 

(単位：百万円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

資本準備金 
資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金 

合計 建物圧縮 

積立金 
別途積立金 

繰越利益 

剰余金 

当期首残高 12,944 13,157 13,157 1,022 0 25,000 △14,377 11,644 

当期変動額     

剰余金の配当          △368 △368 

当期純利益    5,565 5,565 

自己株式の取得     

建物圧縮積立金の 

取崩 
  △0  0 － 

別途積立金の取崩         △25,000 25,000 － 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
    

当期変動額合計 － － － － △0 △25,000 30,197 5,197 

当期末残高 12,944 13,157 13,157 1,022 0 － 15,820 16,842 
 

  

株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
自己株式 株主資本合計 

その他有価 

証券評価 

差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 △7,035 30,710 11 11 29 30,752 

当期変動額    

剰余金の配当   △368       △368 

当期純利益  5,565 5,565 

自己株式の取得 △1 △1 △1 

建物圧縮積立金の 

取崩 
 － － 

別途積立金の取崩   －       － 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  10 10 101 112 

当期変動額合計 △1 5,196 10 10 101 5,308 

当期末残高 △7,037 35,906 22 22 131 36,060 
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